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経済学研究科 

 

１．大学院研究科の使命および目的・教育目標 

【現状の説明】  

（理念・目的等） 

 経済学研究科においては、昭和 40（1965）年 4月に修士課程(博士課程前期課程)が、また、昭和

42 年 4 月には博士課程(博士課程後期課程)が設置された。それ以来、制度上の大きな変更はない。

その使命は、一貫して、経済学の高度な研究者の育成、税理士や公認会計士などの専門的能力を有

する職業人の育成、社会人のリカレント教育の促進、さらに外国人留学生の教育および外国の大学・

学部・研究所との共同研究を通じて国際的貢献を行うことであり、経済学の高度な教育研究機関と

しての充実を図り今日に至っている。 

本研究科の理念あるいは教育目標は、社会が政治・経済的に相互依存的な枠組みにおいてますま

す複雑化する中で、多様で困難な経済問題を長期的・グローバルな視点から批判的に分析する能力

をもった研究者・専門職業人を育成することである。特に、博士課程後期課程では、分析する能力

だけでなく、本質的問題を特定化し、その問題解決への政策提言を行いうる研究者の養成を目的と

している。 

（理念・目的の達成状況） 

本研究科は、大学院修了者にふさわしい専門的知識を持って活躍する多くの高度専門職業人、高

度な研究能力を備えた研究者、さらには国際的に活躍する数多くの外国人留学生の修了者を送り出

しており、前期課程、後期課程ともにその開設から今日に至るまで、その理念と目的を一定程度、

達成している。 
（理念・目的・教育目標等の周知方法） 

上記の使命や理念、目的については、福岡大学大学院ガイド，大学院要覧等の出版物，さらにホ

ームページにおいて掲載している。これらは、学生、受験生をはじめ社会一般の人々に広く知って

もらうために有効である。 

【点検・評価】 

本研究科の掲げる上記の使命・理念・目的は、わが国のみでなく国際的な経済問題解決に必要な

研究者、高度の専門職業人を生み出すという意味で適切なものと考えられる。 

前述のとおり、博士課程前期課程においては、高度な専門職業人の養成について十分に実績が上

がっていると言える。しかし、博士課程後期では近年、研究指導教員数が不足しており、結果的に

魅力的なプログラムが尐ないので志願者も減尐し、十分な数の研究者を世界に供給しているとはい

えない。 

【改革・改善策】 

 今後、本研究科は学部との連携を促進させ、後期課程の担当教員数を増やし、理論、実践の双方

において魅力的なプログラムを提供していきたい。これにより、前期課程から後期課程に進学する

学生数を増加させ、また、地域社会の中から社会人を研究者として育成することが可能になる。2

年後には、後期課程の担当教員数を 10人以上にし、各年在籍学生数を徐々に増やしていくことを目

指している。 

 また、カリキュラムの有機的な再編成、評価基準の多様化・客観化・透明化によって、学生が学

習・研究に専念できるシステムの構築を行う。このシステムは、1、2年のうちに実現する予定であ
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